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特別記事

加
藤
秀
治
郎
氏
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
加
藤
秀
治
郎
氏
提
出
に
か
か
る
学
位
請
求
主
論
文
「
戦
後
ド
イ
ッ
の
政

党
制
－
東
西
ド
イ
ッ
政
党
の
政
治
社
会
学
的
分
析
」
の
構
成
は
左
記
の

と
お
り
で
あ
る
。

第第第第第第第第
八七六五四三二一
章章章章章章章章

序
論
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟

社
会
民
主
党
（
S
P
D
）

自
由
民
主
党
（
F
D
P
V

「
緑
の
党
」

西
ド
イ
ッ
の
政
党
制

東
ド
イ
ッ
政
党
制
の
形
成
過
程

東
ド
イ
ッ
政
党
制
の
構
造

（
C
D
U
／
C
S
U
）

副
論
文
「
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
投
票
行
動
の
展
開
」

副
論
文
「
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
連
合
政
権
」

本
論
文
は
、
そ
の
第
一
章
か
ら
第
六
章
に
お
い
て
、
西
ド
イ
ッ
政
党
制

の
展
開
を
そ
の
社
会
構
造
と
変
動
と
に
関
連
づ
け
て
概
観
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
現
代
政
治
に
お
け
る
政
党
の
役
割
を
一
般
的
に
考
察
し
よ
う
と
試

み
ら
れ
て
い
る
。
戦
後
、
西
欧
諸
国
の
政
党
制
が
激
し
く
流
動
し
て
い
る

な
か
で
、
西
ド
イ
ッ
の
そ
れ
は
例
外
的
な
安
定
性
を
示
し
て
ぎ
た
の
で
あ

る
が
、
ま
ず
そ
の
要
因
を
考
究
す
る
こ
と
に
む
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、

脱
工
業
化
社
会
の
到
来
と
い
う
社
会
変
動
の
中
で
、
民
主
主
義
の
統
治
能

力
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
統
治
能
力
を
高
め
る
た
め
の
政
治
シ
ス
テ

ム
を
考
え
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
政
党
は
そ
の
戦
略
的
地
位
を
占
め
る
べ

き
で
あ
り
、
「
比
較
」
政
治
学
の
寄
与
も
高
め
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ

る
と
加
藤
氏
は
指
摘
す
る
。
本
論
文
の
特
徴
を
当
初
に
指
摘
し
て
み
よ
う
．

す
な
わ
ち
、
第
一
は
、
従
来
わ
が
国
の
西
ド
イ
ッ
の
政
党
に
関
す
る
研
究

で
は
、
ド
イ
ッ
社
会
民
主
党
に
対
す
る
関
心
が
高
く
、
他
の
諸
政
党
の
研

究
は
立
ち
遅
れ
て
い
た
。
本
論
文
は
、
西
ド
イ
ッ
の
各
政
党
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
取
扱
い
、
さ
ら
に
研
究
量
の
少
な
い
東
ド
イ
ッ
の
政
党
制
を
も
取
扱

わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
二
は
、
一
九
四
五
年
か
ら
八
三
年
の
西
ド
イ

ツ
連
邦
議
会
選
挙
後
ま
で
の
、
長
期
間
の
政
党
活
動
の
状
況
を
扱
っ
て
お

り
、
連
邦
議
会
選
挙
の
結
果
、
宗
派
と
社
会
階
層
を
基
軸
と
し
た
投
票
行

動
の
分
析
、
政
党
の
支
持
基
盤
と
社
会
変
動
と
の
関
係
な
ど
を
、
長
期
的

に
か
つ
広
い
視
野
に
立
っ
て
分
析
を
試
み
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
西
ド
イ
ッ
の
諸
政
党
の
う
ち
「
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
」
（
C

D
U
／
C
S
U
）
は
、
緩
い
宗
教
的
絆
を
も
と
に
、
広
範
囲
の
主
義
・
主

張
を
糾
合
し
、
各
種
の
社
会
集
団
を
ア
モ
ル
フ
に
結
合
さ
せ
、
選
挙
を
重

ね
る
度
に
そ
の
基
盤
を
拡
大
し
、
ド
イ
ッ
政
党
史
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ

う
な
広
範
な
「
国
民
政
党
」
の
形
成
に
成
功
す
る
．
社
会
民
主
党
（
S
P

D
）
は
、
一
九
五
九
年
の
バ
ー
ト
・
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
の
新
綱
領
の
採
択

に
よ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
絶
縁
を
は
た
し
、
大
連
立
政
権
を
経
て
．
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政
権
樹
立
に
成
功
す
る
．
こ
の
二
大
政
党
の
下
に
あ
っ
て
自
由
民
主
党

（
F
D
P
）
は
積
年
の
党
内
の
矛
盾
性
を
清
算
し
て
、
新
中
間
層
の
利
益
を

代
弁
す
る
リ
ベ
ラ
ル
な
党
路
線
を
確
定
し
、
社
会
民
主
党
と
の
連
立
政
権

の
可
能
性
を
実
現
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
推
移
の
中
で
、
戦
後
に
は

か
な
り
の
数
の
あ
っ
た
弱
小
政
党
は
淘
汰
さ
れ
、
一
時
は
そ
の
台
頭
を
憂

慮
さ
れ
て
い
た
ド
イ
ッ
国
家
民
主
党
（
N
P
D
、
い
わ
ゆ
る
ネ
オ
ナ
チ
党
）

も
活
動
の
余
地
が
な
く
な
り
、
数
あ
る
泡
沫
政
党
の
一
つ
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
の
後
半
に
至
り
、
「
緑
の
党
」
（
∪
一
Φ
9
蜜
8
）
が

あ
ら
わ
れ
、
西
ド
イ
ッ
政
界
は
哺
段
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
様
相
を
呈
し
て

く
る
。
以
上
が
西
ド
イ
ッ
諸
政
党
の
推
移
の
状
況
で
あ
る
が
、
以
下
各
章

ご
と
に
論
文
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
。
第
輔
章
「
序
論
」
に
お
い
て
著

者
は
、
現
代
西
ド
イ
ッ
の
民
主
政
治
を
評
価
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ド
イ
ツ

政
治
史
の
研
究
者
の
視
角
と
は
異
な
る
「
比
較
政
治
学
」
的
研
究
が
不
可

欠
で
あ
り
、
政
治
史
学
者
の
よ
う
に
ボ
ン
と
ワ
イ
マ
ー
ル
体
制
の
類
似
性

に
眼
を
む
け
る
の
で
は
な
く
、
戦
前
と
は
大
き
く
相
違
し
て
い
る
現
代
的

要
因
を
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
西
ド
イ
ッ
政
党
制
は
小
党
分
立

の
状
況
か
ら
始
っ
た
が
、
一
九
六
一
年
の
第
四
回
総
選
挙
か
ら
、
キ
リ
ス

ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
（
C
D
U
／
C
S
U
）
、
社
会
民
主
党
（
S
P
D
）
、

自
由
民
主
党
（
F
D
P
）
の
三
党
だ
け
が
残
り
、
小
党
分
立
か
ら
安
定
し

た
政
党
制
へ
の
移
行
の
傾
向
が
明
ら
か
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
選
挙
の
奇

跡
」
（
妻
帥
乞
名
琶
号
り
）
と
呼
称
さ
れ
る
政
治
状
況
を
呈
す
る
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
戦
後
の
新
党
で
あ
る
C
D
U
が
、
宗
教
改
革
以
来
の
ド
イ
ツ

政
治
に
お
け
る
宗
派
的
対
立
を
克
服
し
、
ド
イ
ッ
政
党
史
上
は
じ
め
て
の

「
包
括
政
党
」
（
§
ぎ
一
一
冨
り
§
と
し
て
緩
や
か
な
組
織
原
理
に
よ
っ
て

結
集
し
、
多
元
性
に
富
む
政
党
で
あ
る
こ
と
な
ど
適
切
な
指
摘
が
な
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
西
ド
イ
ッ
の
政
党
制
を
根
拠
づ
け
て
い
る
選
挙
制
度
は
、

ぎ
わ
め
て
複
雑
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
基
本
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
五

％
条
項
を
も
つ
比
例
代
表
制
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

　
第
二
章
「
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
（
C
D
U
／
C
S
U
）
」
に
お

い
て
は
、
戦
後
の
西
ド
イ
ッ
政
党
制
に
画
期
的
発
展
を
も
た
ら
し
た
の
は

C
D
U
／
C
S
U
で
あ
る
と
し
、
そ
の
要
因
を
、
一
、
カ
ト
リ
ッ
ク
を
基

盤
と
し
な
が
ら
も
、
プ
・
テ
ス
タ
ン
ト
を
吸
収
、
糾
合
し
よ
う
と
の
意
識

的
な
試
み
を
行
い
、
そ
れ
に
成
功
し
た
こ
と
．
二
、
中
間
層
の
弱
小
政
党

の
票
を
吸
収
し
、
小
党
分
立
の
回
避
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
、
三
、
数

多
の
利
益
集
団
を
引
き
つ
け
、
し
か
も
高
度
の
利
益
集
約
機
能
を
は
た
し
、

西
ド
イ
ッ
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
統
治
能
力
を
高
め
る
よ
う
作
用
し
た
こ
と
．

な
ど
に
求
め
ら
れ
、
こ
の
党
が
西
ド
イ
ッ
政
党
制
の
中
で
「
本
質
的
に
新

し
い
政
党
政
治
上
の
集
合
体
」
と
評
さ
れ
る
所
以
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

し
か
し
．
「
包
括
政
党
」
と
い
わ
れ
た
こ
の
党
も
．
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
の
権

威
が
低
下
し
て
党
内
調
整
能
力
を
喪
失
し
、
ま
た
支
持
基
盤
で
も
旧
中
間

層
へ
の
依
存
度
を
強
め
る
こ
と
に
な
り
政
権
の
座
か
ら
追
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
西
ド
イ
ッ
で
は
工
業
化
、
脱
工
業
化
の
社
会

変
動
が
急
激
化
し
、
旧
中
間
層
の
激
減
は
C
D
U
／
C
S
U
に
と
っ
て
大

き
な
打
撃
と
な
っ
た
。
一
九
七
二
年
の
総
選
挙
で
大
敗
北
を
喫
し
て
か
ら

は
、
組
織
強
化
に
務
め
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
が
．
党
の
内
部
で
は
野

党
と
し
て
の
戦
略
を
め
ぐ
る
対
立
抗
争
が
続
き
、
連
立
政
権
の
動
揺
に
も
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か
か
わ
ら
ず
政
権
奪
還
は
成
就
し
え
な
か
っ
た
、
党
内
右
派
は
自
由
民
主

党
（
E
D
P
）
と
の
連
立
に
期
待
せ
ず
、
単
独
過
半
数
を
目
指
す
戦
略
を

主
張
し
．
｝
九
八
○
年
に
は
そ
の
指
導
者
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
を
か
つ
い
で
総

選
挙
に
臨
ん
だ
が
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
過
度
の
保
守
性
が
拒
絶
の
原
因
と

な
り
、
勝
機
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
。
結
果
的
に
は
、
F
D
P
と
の
関
係
を

重
視
し
て
き
た
党
内
左
派
勢
力
の
戦
略
が
功
を
奏
し
、
ま
た
F
D
P
の
連

立
鞍
替
え
で
八
二
年
に
は
政
権
復
帰
を
は
た
し
た
。
さ
ら
に
八
三
年
の
総

選
挙
で
は
新
中
間
層
の
票
を
吸
収
し
、
再
度
、
基
盤
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

　
第
三
章
「
社
会
民
主
党
（
S
P
D
）
」
で
は
、
戦
前
の
党
を
再
建
し
た
S

P
D
が
、
一
九
五
〇
年
代
の
野
党
の
時
代
か
ら
バ
ー
ト
・
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル

ク
で
の
新
綱
領
の
採
択
を
経
て
政
権
党
と
な
り
、
八
三
年
連
邦
議
会
選
挙

で
敗
北
す
る
ま
で
の
過
程
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
S
P

D
は
戦
後
し
ぽ
ら
く
の
間
、
「
革
命
的
イ
デ
オ
・
ギ
ー
と
改
革
主
義
的
実

践
の
結
合
」
と
い
う
伝
統
的
体
質
を
継
承
し
、
そ
の
た
め
に
労
働
者
の
支

持
か
ら
な
る
三
〇
％
の
限
界
に
停
滞
し
、
長
ら
く
野
党
の
地
位
に
甘
ん
じ

て
い
た
が
、
「
建
設
的
野
党
」
（
ぎ
霧
霜
爵
薯
Φ
9
零
の
三
8
）
を
目
標
と
す

る
な
ど
前
向
き
の
気
運
も
萌
芽
し
つ
つ
あ
っ
た
．
一
九
五
九
年
の
ゴ
ー
デ

ス
ベ
ル
ク
綱
領
の
採
択
で
「
民
主
的
社
会
主
義
」
（
U
Φ
馨
ξ
畳
ω
魯
亀
ω
。
阜

巴
一
馨
量
を
党
是
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
現
実
路
線
に
軌
道
を
修
正
す

る
．
こ
れ
を
契
機
と
し
て
六
六
年
か
ら
は
C
D
U
／
C
S
U
と
の
大
連
立

に
踏
み
切
り
、
国
民
一
般
に
政
権
担
当
能
力
を
印
象
づ
け
、
六
九
年
か
ら

は
首
班
政
権
と
な
る
。
こ
の
成
功
の
背
後
に
は
、
戦
後
の
初
代
党
首
で
あ

り
、
ラ
ッ
サ
ー
ル
以
来
の
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
と
評
さ
れ
た
シ
ュ
マ
ッ
ハ

i
ら
の
一
貫
し
た
新
中
間
層
接
近
戦
略
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
大
連

立
を
踏
台
と
し
て
政
権
を
樹
立
す
る
と
い
う
戦
略
は
、
連
合
政
権
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
ス
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
お
り
、
政
党
、
選
挙
論
の
領
域
で
き

わ
め
て
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
S
P
D
の
得
票
構
成
に
も
そ
れ
が

如
実
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、
従
来
は
プ
・
テ
ス
タ
ン
ト
労
働
者
の
政
党
に

過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
飛
躍
的
に
支
持
基
盤
を
拡
大
し
て
い
る
。
と
く

に
、
戦
後
の
社
会
変
動
で
増
大
化
し
て
き
た
新
中
間
層
に
勢
力
を
伸
張
し
、

当
時
の
選
挙
研
究
者
か
ら
は
長
期
政
権
化
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
と
も
な
っ

た
．
し
か
し
、
六
〇
年
代
と
七
〇
年
代
前
半
の
S
P
D
は
、
内
外
と
も
に

順
風
満
帆
の
よ
う
に
み
え
た
が
、
党
内
左
派
の
台
頭
で
党
内
事
情
は
厳
し

い
問
題
が
生
じ
は
じ
め
た
。
左
派
の
中
心
は
J
U
S
O
（
青
年
社
会
主
義
考

臼
章
・
q
§
邑
馨
9
）
で
、
こ
れ
は
三
五
歳
以
下
の
青
年
組
織
で
あ
り
、
次

第
に
膨
張
し
な
が
ら
党
の
決
定
に
影
響
を
行
使
す
る
よ
う
に
な
る
。
次
第

に
党
内
抗
争
か
ら
混
迷
に
陥
り
、
つ
い
に
八
二
年
に
は
政
権
の
座
を
失
す

る
こ
と
に
な
る
。
労
働
者
の
支
持
は
つ
な
ぎ
と
め
て
は
い
る
が
、
他
の
層

で
は
全
般
的
に
低
下
し
て
い
る
。
し
か
し
、
著
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
多

少
の
時
間
は
か
か
っ
て
も
．
S
P
D
が
万
年
野
党
的
体
質
に
陥
る
と
は
考

え
ら
れ
ず
、
い
ず
れ
新
た
な
「
政
権
へ
の
道
」
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
な

ろ
う
と
分
析
し
て
い
る
。

　
第
四
章
「
自
由
民
主
党
（
F
D
P
）
」
に
お
い
て
は
、
著
者
は
ま
ず
西
ド

イ
ツ
の
政
党
制
を
理
解
す
る
上
に
お
い
て
、
こ
の
自
由
民
主
党
の
存
在
を

き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
み
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
F
D
P
は
そ
の
系
譜

か
ら
言
え
ぽ
、
ワ
イ
マ
ー
ル
期
の
民
主
党
（
D
D
P
）
と
国
民
党
（
D
V
P
）
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の
流
れ
を
汲
む
政
党
で
あ
る
。
前
者
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
や
フ

リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ナ
ウ
マ
ン
な
ど
が
関
与
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

共
和
制
の
擁
護
と
民
主
主
義
の
確
立
を
叫
ん
だ
知
識
人
の
設
立
に
よ
り
左

派
リ
ベ
ラ
ル
（
ぎ
ざ
ま
①
邑
）
の
党
で
あ
り
、
後
者
は
、
大
資
本
家
の
利

益
を
代
表
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ベ
ラ
ル
（
鍔
菖
。
鋸
注
冨
邑
）
の
党
で
あ

っ
た
。
F
D
P
の
母
体
と
な
っ
た
こ
の
二
つ
の
党
は
政
策
的
に
は
大
き
く

懸
け
は
な
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
が
F
D
P
の
左
派
と
右
派
と
に
な
っ
て

内
部
抗
争
を
続
け
る
こ
と
と
な
る
．
初
め
は
右
派
が
優
位
に
立
ち
、
当
時

は
C
D
U
／
C
S
U
も
過
半
数
に
達
し
て
い
な
い
た
め
、
同
党
と
の
連
立

を
続
け
た
。
い
わ
ゆ
る
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ヴ
ォ
ー
ト
を
握
っ
て
い
た
F

D
P
は
、
小
党
と
し
て
は
過
剰
な
影
響
力
を
行
使
し
て
い
た
が
、
有
権
者

に
は
混
乱
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
続
け
て
お
り
、
浮
動
票
に
依
存
し
て
い

た
．
一
九
六
六
年
の
大
連
立
政
権
の
時
期
に
、
F
D
P
は
唯
一
の
野
党
と

な
り
，
政
策
路
線
の
再
検
討
を
求
め
ら
れ
る
な
か
で
、
左
派
が
優
位
に
立

つ
よ
う
に
な
り
、
S
P
D
と
の
連
立
が
可
能
な
状
況
と
な
っ
た
．
一
九
六

九
年
か
ら
は
そ
れ
が
現
実
化
し
、
西
ド
イ
ッ
に
お
い
て
初
の
本
格
的
な
政

権
交
代
が
実
現
し
た
。
そ
れ
は
、
S
P
D
の
路
線
転
換
が
あ
っ
た
と
と
も

に
、
F
D
P
の
新
路
線
の
選
択
が
加
わ
っ
て
は
じ
め
て
成
就
し
え
た
の
で

あ
る
。
こ
の
前
後
に
は
、
七
一
年
一
〇
月
の
党
大
会
に
お
い
て
、
「
フ
ラ

イ
ブ
ル
グ
・
テ
ー
ゼ
」
i
こ
の
テ
ー
ゼ
は
、
新
し
い
F
D
P
の
自
由
主

義
解
釈
を
体
系
だ
て
て
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
S
P
D
の
ゴ
ー
デ
ス

ペ
ル
ク
綱
領
に
相
当
す
る
意
義
を
有
し
、
こ
の
テ
ー
ゼ
を
貫
く
響
導
理
念

は
「
社
会
的
自
由
主
義
」
で
あ
る
．
ー
な
ど
新
政
策
体
系
を
提
示
し
て
、

新
中
間
層
へ
の
ア
ッ
ピ
ー
ル
を
強
め
た
の
で
あ
る
．
し
か
し
、
党
内
で
は

新
し
い
形
の
抗
争
が
生
じ
、
S
P
D
の
左
傾
化
も
あ
っ
て
、
八
二
年
に
は

連
立
を
解
消
し
、
C
D
U
／
C
S
U
と
の
連
立
に
鞍
替
え
し
た
。
当
時
、

「
裏
切
り
」
と
の
非
難
も
あ
っ
た
が
、
F
D
P
が
西
ド
イ
ッ
政
党
制
に
お

い
て
果
す
バ
ラ
ン
ス
機
能
に
対
し
て
、
国
民
の
評
価
は
高
い
、
と
著
者
は

述
べ
て
い
る
。

　
第
五
章
「
緑
の
党
」
西
ド
イ
ッ
で
住
民
運
動
が
広
が
る
の
は
一
九
六
〇

年
代
後
半
か
ら
で
あ
り
、
七
〇
年
代
中
頃
か
ら
原
子
力
発
電
に
対
す
る
反

対
運
動
を
中
心
に
高
揚
し
て
く
る
．
反
原
発
以
外
に
も
環
境
問
題
、
住
宅
、

福
祉
施
設
改
善
な
ど
の
都
市
問
題
、
児
童
、
婦
人
、
老
人
問
題
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
お
り
、
運
動
参
加
者
も
そ
の
政
治
的
志
向
性
は
ま
ち
ま
ち
で
、

問
題
も
地
域
的
性
格
を
濃
厚
に
し
て
い
た
．
七
〇
年
代
後
半
に
各
地
で

「
緑
の
党
」
（
∪
一
Φ
O
昌
器
ロ
）
が
結
成
さ
れ
、
地
方
議
会
に
進
出
す
る
よ
う

に
な
る
。

　
し
か
し
、
当
初
は
環
境
保
護
運
動
を
主
柱
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
運
動

に
左
翼
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
・
グ
ル
ー
プ
、
共
産
主
義

者
が
入
り
こ
ん
で
く
る
よ
う
に
な
り
、
大
き
く
左
傾
化
し
は
じ
め
る
。
八

一
年
か
ら
は
反
核
・
平
和
運
動
の
高
ま
り
の
中
で
、
こ
の
党
は
急
浮
上
し
、

八
三
年
に
は
連
邦
議
会
へ
の
進
出
も
は
た
し
た
。
「
緑
の
党
」
の
得
票
パ

タ
ー
ン
は
顕
著
な
特
徴
を
示
し
て
お
り
、
ま
ず
若
年
層
に
大
き
く
偏
っ
て

い
る
。
性
別
を
問
わ
ず
一
八
ー
三
四
歳
で
き
わ
め
て
高
く
、
F
D
P
を
上

回
っ
て
い
る
．
こ
の
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
脱
物
質
主
義
的
価
値
観
」

（
勺
8
ぎ
暮
①
碁
ま
目
琶
）
の
広
が
り
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
と
著
者
は
指
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摘
し
て
い
る
．

　
第
六
章
「
西
ド
イ
ッ
の
政
党
制
」
に
お
い
て
著
者
は
、
そ
の
発
展
の
契

機
を
社
会
変
動
や
政
治
紛
争
と
の
関
連
を
踏
ま
え
、
欧
米
の
政
治
学
者
の

所
説
を
紹
介
し
な
が
ら
分
析
し
て
い
る
。
著
者
は
、
C
D
U
／
C
S
U
．

S
P
D
、
F
D
P
に
よ
る
社
会
的
勢
力
の
同
化
能
力
を
投
票
率
と
三
党
合

計
の
得
票
率
に
求
め
て
お
り
、
三
党
の
得
票
率
が
九
九
・
一
％
に
達
し
た

一
九
七
二
年
を
も
っ
て
、
三
党
体
制
に
よ
る
全
社
会
層
を
覆
う
過
程
が
完

了
し
た
と
論
じ
て
い
る
。

　
七
六
年
が
九
九
・
一
％
、
八
○
年
は
九
八
％
と
高
い
得
票
集
中
率
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
数
字
を
著
者
は
、
ポ
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
定
着
と
い

う
文
脈
で
と
ら
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
政
権
と
の
関
連
で
も
、
コ
党

優
位
制
」
か
ら
「
政
権
交
代
の
可
能
な
政
党
制
」
へ
と
発
展
し
た
こ
と
は
、

こ
れ
ら
既
成
の
三
政
党
が
そ
れ
ぞ
れ
社
会
変
動
に
即
し
た
新
路
線
を
探
究

し
て
き
た
結
果
で
あ
る
、
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
は
ワ
イ
マ
ー
ル
の

政
党
制
が
数
多
の
政
党
を
擁
し
な
が
ら
、
増
大
し
つ
つ
あ
っ
た
新
中
間
層

を
統
合
で
き
ず
、
崩
壊
し
て
い
っ
た
の
と
著
し
い
対
比
を
な
す
と
い
い
、

政
権
交
代
と
い
う
政
党
政
治
の
ル
ー
ル
に
国
民
の
支
持
も
増
大
し
、
政
治

文
化
の
変
容
が
み
ら
れ
る
、
と
い
う
。
し
か
し
、
現
在
は
ま
た
、
「
緑
の

党
」
の
登
場
に
よ
っ
て
新
局
面
を
迎
え
て
お
り
、
西
ド
イ
ッ
政
党
制
は
新

た
な
対
立
基
軸
を
ど
う
と
り
こ
む
か
、
試
練
の
時
期
に
入
っ
て
い
る
、
と

す
る
。

　
第
七
章
は
、
「
東
ド
イ
ッ
政
党
制
の
形
成
過
程
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。

東
ド
イ
ッ
の
立
法
機
関
で
あ
る
人
民
議
会
（
＜
9
翫
ざ
ヨ
幕
り
）
は
、
五
つ

の
政
党
と
四
つ
の
大
衆
団
体
か
ら
の
議
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中

に
あ
っ
て
社
会
主
義
統
一
党
（
S
E
D
）
が
支
配
的
な
地
位
に
立
っ
て
い

る
が
、
支
配
政
党
と
衛
星
政
党
、
大
衆
団
体
の
関
係
を
ど
う
分
析
す
る
か

に
混
乱
が
み
ら
れ
、
東
ド
イ
ッ
の
政
党
制
は
う
ま
く
説
明
さ
れ
な
い
で
き

た
、
と
指
摘
さ
れ
る
。
東
ド
イ
ッ
で
は
諸
政
党
が
成
立
す
る
と
、
共
産
党

の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
確
保
す
べ
く
「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
民
主
主
義
政
党

の
統
一
戦
線
」
が
結
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
共
産
党
（
K
D
D
）
の
伸
び

悩
み
か
ら
S
P
D
と
の
合
同
が
強
行
さ
れ
、
社
会
主
義
統
一
党
（
S
E
D
）

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
地
方
選
挙
で
S
E
D
が
低
迷
す
る
な
ど
、
安
定
し

た
支
配
体
制
に
は
ほ
ど
遠
い
こ
と
が
分
か
る
と
、
C
D
U
と
自
由
民
主
党

（
L
D
P
D
）
の
衛
星
政
党
化
を
進
め
る
と
と
も
に
．
ド
イ
ッ
民
主
農
民
党

（
D
B
D
）
と
ド
イ
ッ
国
家
民
主
党
（
N
D
P
D
）
と
い
う
衛
星
政
党
を
新

た
に
育
成
し
て
さ
き
の
二
党
に
対
抗
さ
せ
る
な
ど
．
ソ
連
と
S
E
D
は
ブ

・
ッ
ク
政
策
を
強
化
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
統
一
リ
ス
ト
方
式
の
選
挙

制
度
の
導
入
を
以
て
、
S
E
D
の
一
党
支
配
体
制
が
確
立
さ
れ
た
と
、
著

者
は
指
摘
す
る
。

　
第
八
章
「
東
ド
イ
ッ
政
党
制
の
構
造
」
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
サ
ル

ト
！
リ
（
O
ざ
く
”
冒
三
留
詳
o
ユ
燭
℃
貰
寓
雷
費
ロ
畠
勺
鴛
ぞ
の
闇
警
①
ヨ
鉾
δ
誘
）
の

理
論
に
依
拠
し
た
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
東
ド
イ
ッ
の
政
党
制
の
構
造

は
、
形
式
的
に
は
複
数
の
政
党
を
有
し
て
い
る
が
．
選
挙
で
の
政
党
間
競

争
が
排
除
さ
れ
．
ど
の
党
も
S
E
D
を
指
導
政
党
と
認
め
て
お
り
、
S
E

D
の
補
助
機
関
で
し
か
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
「
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
政
党

制
」
に
似
た
外
面
を
み
せ
な
が
ら
も
、
構
造
的
に
は
そ
の
要
素
が
な
く
、
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コ
党
制
」
の
サ
ブ
・
タ
イ
プ
で
あ
る
。
社
共
合
同
で
で
き
た
S
E
D
は
．

当
初
は
妥
協
的
要
素
を
含
ん
で
い
た
が
、
四
八
年
に
は
「
新
し
い
タ
イ
プ

の
レ
ー
ニ
ン
主
義
政
党
」
と
な
り
、
民
主
集
中
制
の
組
織
原
則
に
立
つ
政

党
に
な
っ
て
い
る
。
以
上
が
加
藤
氏
提
出
の
主
論
文
の
骨
子
で
あ
る
。
副

論
文
「
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
投
票
行
動
の
展
開
」
は
、
西
ド
イ
ッ
に
お
け

る
投
票
行
動
を
長
期
的
に
概
観
し
、
規
定
要
因
の
変
化
を
政
党
制
と
の
関

連
で
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
S
・
M
・
リ
プ
セ
ッ
ト
、
S
・
ロ
ッ
カ

ン
ら
の
理
論
的
枠
組
を
援
用
さ
れ
、
数
多
の
統
計
図
表
を
活
用
し
な
が
ら

主
論
文
を
補
完
し
て
い
る
。
同
じ
く
副
論
文
「
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
連
合

政
権
」
に
お
い
て
は
、
西
ド
イ
ッ
政
治
の
第
一
の
特
徴
は
連
合
政
権
で
あ

り
、
そ
の
安
定
性
で
あ
る
と
し
、
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
連
合
行
動
を
枠
づ

け
る
政
治
制
度
を
検
討
し
（
第
一
章
）
、
連
合
行
動
の
行
為
体
で
あ
る
政
党

の
特
徴
を
把
握
し
（
第
二
章
）
、
そ
の
連
合
政
権
の
展
開
を
歴
史
的
に
跡
づ

け
る
試
み
（
第
三
章
）
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
副
論
文
も
ま
た
、
主
論
文
を
よ
り
詳
細
な
点
に
お
い
て
補
完
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
以
下
に
お
い
て
審
査
の
感
想
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
第
扁
は
、

西
ド
イ
ッ
に
関
し
て
は
，
最
近
の
動
向
に
至
る
ま
で
新
し
い
デ
ー
タ
を
も

と
に
言
及
し
て
は
い
る
が
、
政
党
制
の
形
成
に
重
要
と
思
わ
れ
る
占
領
期

の
政
治
史
的
分
析
の
不
足
が
憾
ま
れ
る
。

　
第
二
は
、
西
ド
イ
ッ
の
政
党
制
の
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
連
邦
レ
ベ
ル

と
州
以
下
の
地
方
レ
ベ
ル
の
関
連
が
重
要
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
断
片
的
な
言
及
が
あ
る
の
み
で
突
っ
込
み
不
足
の
感
が
あ
る
．
第

三
に
、
著
者
自
身
も
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
西
ド
イ
ッ
政
党
制

の
分
析
に
比
較
し
て
、
東
ド
イ
ッ
の
そ
れ
が
い
さ
さ
か
不
十
分
で
あ
る
。

　
こ
の
分
野
は
、
わ
が
国
で
の
研
究
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、

著
者
の
今
後
の
研
究
に
期
待
し
た
い
と
思
う
。
し
か
し
、
著
者
の
提
出
さ

れ
た
主
、
副
論
文
は
、
次
の
点
に
お
い
て
秀
抜
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認

め
た
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
一
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
戦
後
の
ド
イ
ッ
社

会
科
学
に
対
す
る
関
心
に
は
、
一
定
の
方
向
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
政
治
学

の
影
響
を
受
容
し
て
発
展
し
た
分
野
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
学
域
を
、
著
者
は
そ
の
西
ド
イ
ッ
政
党
制
の

研
究
に
お
い
て
、
政
治
社
会
学
、
と
く
に
選
挙
社
会
学
的
観
点
に
立
っ
て

分
析
し
、
そ
の
成
果
を
問
わ
れ
た
こ
と
は
、
わ
が
国
の
学
界
に
寄
与
す
る

と
こ
ろ
多
大
な
も
の
が
あ
る
。
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
選
挙
研
究
の
中
心
と

も
い
う
べ
き
ケ
ル
ン
大
学
で
の
留
学
の
成
果
を
、
著
者
が
如
実
に
果
さ
れ

た
こ
と
を
評
価
し
た
い
。
第
二
は
、
こ
の
分
野
の
研
究
に
関
す
る
数
多
の

内
外
文
献
を
援
用
し
、
さ
ら
に
数
多
の
統
計
を
活
用
し
、
そ
れ
ら
を
実
に

見
事
に
駆
使
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
三
は
．
わ
が
国
で
は
従
来
，
西
ド

イ
ッ
の
政
党
と
い
え
ば
ド
イ
ッ
社
会
民
主
党
（
S
P
D
）
に
の
み
過
剰
な

関
心
が
払
わ
れ
、
他
の
政
党
に
関
す
る
研
究
が
立
ち
遅
れ
て
い
た
が
、
本

論
文
で
は
S
P
D
の
み
に
偏
し
な
い
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、

S
P
D
と
並
ぶ
大
政
党
で
あ
る
C
D
U
／
C
S
U
や
、
第
三
党
と
し
て
重

要
な
F
D
P
の
本
格
的
な
構
造
分
析
は
貴
重
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
西

ド
イ
ッ
政
党
制
の
全
容
が
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
諸
点
を
綜
合
し
て
、
本
論
文
は
、
政
治
社
会
学
、
と
く
に
選
挙
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特別記事

社
会
学
的
方
法
に
基
づ
く
「
ド
イ
ッ
政
党
制
の
研
究
」
と
し
て
先
駆
的
業

績
で
あ
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
斯
学
の
領
域
に
貢
献
す
る
と
こ

ろ
多
大
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
い
。

　
こ
れ
ら
の
理
由
に
基
づ
き
．
わ
れ
わ
れ
は
加
藤
秀
治
郎
氏
に
法
学
博
士

（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
を
適
当
と
考
え
る
。

　
昭
和
六
十
一
年
九
月

　
　
主
査
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
　
　
　
　
多
田
　
真
鋤

　
　
副
査
　
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
　
　
　
　
　
堀
江
　
　
湛

　
　
副
査
　
慶
感
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
法
学
博
士
　
奈
良
　
和
重
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